
氏名 足立　広明

大学院博士後期課程
担当科目

通信教育部担当科目

・西洋史概論

【学内活動】
（学内職歴を含む）

予算計画作成、学生相談員、就職委員、空手道部顧問

専門分野

所属学会

研究課題

【教育上の特記事項】

【社会的活動】

ギリシア語、ラテン語の自主勉強会を継続

文化史学会評議員

同志社大学大学院文学研究科博士課程後期単位取得退学

文学修士

地中海古代末期

最終学歴

【研究上の特記事項】 女性哲学者ヒュパティアに関して、歴史学の視点からする専門論文を書くことができた。

平　成　24　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

文化史学会、日本西洋史学会、日本西洋古典学会、地中海学会、キリスト教史学会、史学研究
会、西洋史研究会、日本オリエント学会、日本ビザンツ学会、ジェンダー史学会

キリスト教巡礼と修道制の成立、古代末期女性史、古代末期の帝国と社会変容など

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程含）

・国際文化財史料学演習Ⅰ－　（二）

授業科目

学部担当科目

・歴史学通論（後期）
・西洋史概論（後期）
・西洋史特殊講義（後期）
・西洋史講読（通年）昨年は後期を分担
・西洋史演習（通年）　　　同上
・史学研究法（共同担当）



共

単

単 2012年12月
属州研究会（同志社大
学）

昭和堂2013年3月

奈良史学2013年1月

最後の古代「異」教哲学者とされるヒュ
パティアの生涯について、啓蒙主義以
降の神話化の課程を批判的に検証し、
彼女の知性が同時代のキリスト教女性
聖人と重なる同時代的広がりと可能性
のあったことを示唆。

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の

名称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要

（学術論文）

（著書）

著書､学術論文等の名称

研究業績[著書、学術論文等]

①イサウリア人とビザンツ～帝国
内「蛮族」の「ローマ化」と社会
参加

イサウリア人が地域の環境に適応しつ
つ、ローマ帝国内の政治・経済状況に
も柔軟に対応して継続的に生活してい
たことを文献史料、考古学的研究から
明示した。

①よみがえるヒュパティア―ある
「異」教女性聖人の実像をめ
ぐって

②

②

③

④

⑤

④

関西ビザンツ史研究会協同研究の成果
である『ビザンツ―交流と共生の千年帝
国』の第一章として執筆。帝国内の蛮族
とされたイサウリア人の活動を地域の視
点から積極的に再評価した。。

③

（学会発表）

⑤

①

③

（その他）

②

⑤

④

②

⑤

①イサウリア人のマイクロエコロ
ジー

③

④


